






要約:小児慢性肝疾患の実態を明らかにするため、全国の小児科を開設する病院より無作為

に抽出した 523 病院を対象に郵送法による調査を実施した。有効回収率25.4%(133 施設)。

慢性肝疾患は合計 798 例で、1施設当り年間 6例であった。1年間に全国で 15,OOO 名の慢

性肝疾患児が診療を受けていると推定された。B 型慢性肝炎、原因不明の肝機能障害、脂

肪肝等が比較的多く経験された疾患であった。概して大規模病院に集まる傾向がみられた

が、胆道閉鎖症・拡張症、脂肪肝ではやや異なる集積傾向を示した。 


